
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

１ 卒業特集 
２ 写真で綴る農大の１年  
３ 専攻トピックス 
４ 令和３年度卒業生の進路状況 
５ トピックス 

 就職活動本格化〜合同就職相談会・模擬⾯接会〜 
 令和３年度 終業式 
 令和４年度入学生に向けて入学説明会開催 
 ヤンマー大賞で県庁あいさつ 
 ご勇退される堤校⻑に花束贈呈！！ 

令和４年３月 29 日発行 

愛知県立農業大学校 

 
〒４４４−０８０２岡崎市美合町字並松１−２ 
Tel：0564-51-1601  Fax：0564-51-4831 
E-mail noudai@pref.aichi.lg.jp 
ホームページ：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/ 

農 大 
令和３（２０２１）年度版 

Instagram 
愛知県立農業大学校 

公式ＨＰ 

Twitter 

ＳＮＳ 

mailto:noudai@pref.aichi.lg.jp
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/








農大だより（令和 4 年（２０２２年）３月号） 
 

 

令
和
３
年
度
卒
業
式
を
３
月
７
日（
月
）

に
校
内
中
央
教
育
棟
大
講
義
室
で
挙
行
し
、

教
育
部
農
学
科
１
０
１
名
が
本
校
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

愛
知
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
中

で
あ
り
、昨
年
に
引
き
続
き
、時
間
短
縮
、

来
賓
の
縮
小
、換
気
、マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

の
対
策
を
行
い
式
典
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
場
へ
の
保
護
者
の
入
場
は
御
遠

慮
い
た
だ
き
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
は
２
年
間
に
わ
た
る
専
攻
実
習

や
農
家
派
遣
実
習
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
、

体
育
祭
、農
大
祭
、学
生
寮
で
の
生
活
な
ど
、

２
年
間
の
農
大
で
の
生
活
の
様
々
な
思
い

出
を
胸
に
卒
業
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
卒
業
生
全
員
の
名
前
を
呼

名
し
、
堤
校
長
か
ら
卒
業
生
総
代
の
橋
本

真
優
さ
ん
に
、
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 

成
績
優
秀
者
や
実
習
等
に
精
励
し
た
者

に
対
し
て
、
愛
知
県
知
事
賞
や
大
学
校
長

賞
、
全
国
団
体
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

17
名
の
学
生
が
受
賞
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

校
長
式
辞
に
続
い
て
、
愛
知
県
知
事
代
理

の
金
沢
農
業
水
産
局
技
監
と
柴
田
同
窓
会

長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、在
校
生
代
表
と
し
て
、次
期
学

生
会
副
会
長
の
果
樹
専
攻
の
林 

陽
向
さ

ん
が
卒
業
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
卒
業
生
を
代
表
し
て
、養
豚・養

鶏
専
攻
の
中
村
彩
乃
さ
ん
が
答
辞
を
行
い

ま
し
た
。
２
年
間
の
思
い
が
こ
も
っ
た
心

温
ま
る
答
辞
は
、卒
業
生
や
職
員
、来
賓
の

方
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

 

卒
業
式
終
了
後
は
、例
年
、学
生
会
が
主

催
す
る
卒
業
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、卒
業
生・在
校
生
が
一
同
に

会
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
短
い
時
間
で
し

た
が
、専
攻
別
に
集
ま
り
、企
画
を
実
施
し

た
り
、
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
し
ま
し

た
。卒
業
生
に
は
、農
業
大
学
校
で
学
ん
だ

知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
新
た
な
環
境
で

も
思
い
っ
き
り
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

３月７日卒業式 

卒業証書授与 卒業生総代 橋本真優 
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橋 本 真 優 （施設野菜）

河 合 あ い ら （施設野菜）

永 井 さ え （露地野菜）

竹 内 規 人 （果 樹）

吉 村 颯 季 （果 樹）

大 久 保 竣 平 （鉢物・緑花木）

太 田 隼 也 （切 花）

清 水 陽 大 （作 物）

前 田 一 樹 （果 樹）

坂 上 竜 太 郎 （露地野菜）

中 西 駿 （施設野菜）

中 島 寛 己 （酪 農）

國 海 己 （養豚・養鶏）

中 村 彩 乃 （養豚・養鶏）

加 藤 大 季 （作 物）

鈴 木 結 子 （切 花）

山 田 拓 実 （鉢物・緑花木）
農業大学校同窓会全国連盟会長賞

全国農業大学校協議会長賞

特　別　賞　（大学校長賞）

精　励　賞　（大学校長賞）

優　秀　賞　（大学校長賞）

優　秀　賞　（愛知県知事賞）

各賞  受賞者 

全国農業大学校協議会長賞  鈴木結子 

優秀賞(大学校長賞) 河合あいら 

農業大学校同窓会全国連携会長賞 山田拓実 

送辞 在校生代表 林 陽向 保護者の方は別室でＹｏｕＴｕｂｅによるライブ視聴 
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答 

辞 

（
抜
粋
） 

 
 

 
 

 
 

養
豚
養
鶏
専
攻 

中
村
綾
乃 

 

二
年
前
の
春
、
私
た
ち
は
農
業
大
学

校
の
門
を
く
ぐ
り
本
校
へ
入
学
し
ま
し

た
。
寮
の
生
活
は
、
新
し
い
環
境
に
楽

し
み
を
抱
き
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
不

安
を
一
瞬
で
拭
い
去
る
ほ
ど
、
和
耕
寮

で
の
生
活
は
暖
か
く
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
、
こ
の
二
年
間

は
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

養
豚
専
攻
で
は
、
私
達
の
命
は
生
き

物
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
事
、
そ
し

て
人
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
農
業

と
い
う
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
そ

の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
こ
こ
で

の
生
活
で
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
が
で
き
た
の
も
、
農
業
大
学
校

の
門
を
た
た
い
た
か
ら
だ
と
感
じ
ま
し

た
。 

 

私
の
両
親
は
今
の
私
と
同
じ
年
齢
で

子
を
持
つ
親
と
な
り
、
私
や
妹
た
ち
を

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
両
親

と
同
じ
年
に
な
っ
て
改
め
て
親
の
偉
大

さ
を
感
じ
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
達
は
、
今
日
で
農
業
大
学
校
を
卒

業
し
ま
す
。
当
た
り
前
の
様
に
み
ん
な

と
顔
を
合
わ
せ
た
日
々
が
も
う
来
な
い

と
思
う
と
、
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
舎
室
と

同
じ
静
け
さ
を
心
に
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
の
た
く
さ
ん
の
出
会
い

と
経
験
、
様
々
な
人
か
ら
い
た
だ
い
た

言
葉
を
私
の
一
部
と
し
て
、
新
し
い
生

活
へ
と
踏
み
出
し
ま
す
。 

 

卒
業
生
の
人
生
が
皆
、
こ
れ
か
ら
先

ず
っ
と
素
敵
な
愛
で
あ
ふ
れ
ま
す
よ
う

願
い
を
込
め
て
、お
別
れ
を
告
げ
ま
す
。 

答辞 卒業生代表 中村綾乃 
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写真で綴る農大の一年 

 

   

４月 入学式 校長式辞 ４月 入学式 新入生宣誓 ４月 始業式 職員紹介 

   
６月 体育祭 ソフトボール ６月 体育祭 ドッジボール ６月 体育祭 バレーボール 

  

 

６月 進路相談会 ６月 進路説明会 ７月 進路セミナー 

   
７月 オープンキャンパス 

全体説明 
７月 オープンキャンパス 

農場施設見学 
７月 オープンキャンパス 

学生との交流 
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９月 派遣実習開始式 10 月 校外見学 11 月 収穫感謝祭 

   
11 月 収穫感謝祭 11 月 収穫感謝祭 11 月 意見発表会 

   
11 月 意見発表会 12 月 卒論発表会 12 月 卒論発表会 

   
12 月 農大祭 農産物販売 12 月 農大祭 農産物販売 12 月 農大祭 コスプレーヤー 

   

１月 就職相談会 ３月 卒業式 卒業証書授与 ３月 卒業生 
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春
の
特
産 

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
定
植 

 

露
地
野
菜
専
攻
で
は
春
の
特
産

と
し
て
甘
く
て
美
味
し
い
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
寒
い
日
が
多
い
た
め
、
ビ
ニ
ル
で

ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
、
そ
の
中
で
ぬ

く
ぬ
く
と
育
て
ま
す
。
３
月
に
な

り
日
差
し
が
強
烈
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
換
気
す

る
穴
が
開
い
た
ビ
ニ
ル
を
使
い
ト
ン

ネ
ル
内
の
温
度
が
高
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ル

ト
ン
ネ
ル
の
設
置
は
、
風
が
あ
る
と

煽
ら
れ
る
た
め
大
変
な
作
業
で
、

専
攻
生
を
総
動
員
し
て
風
で
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ル
を
押
さ

え
な
が
ら
設
置
し
ま
し
た
。 

    

ス
イ
カ
の
栽
培
を 

開
始
し
ま
し
た
！ 

 

 

本
年
は
、
施
設
野
菜
専
攻
の
学

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ス
イ
カ
の

ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
う
た
め
、
穂
木

と
台
木
を
２
月
下
旬
に
播
種
し
、

３
月
上
旬
に
学
生
が
接
ぎ
木
を
行

い
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
有
機
質
資

材
、
微
生
物
資
材
が
ス
イ
カ
の
食

味
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
試
験

を
行
う
計
画
で
す
。 

計
画
ど
お
り
で
き
る
と
７
月
に

は
食
味
の
良
い
大
玉
ス
イ
カ
が
収

穫
で
き
ま
す
。
水
曜
日
の
実
習
販

売
に
も
出
す
予
定
で
す
。
施
設
野

菜
専
攻
の
ス
イ
カ
に
も
御
期
待
下

さ
い
。 

 

    

次
作
に
向
け
た 

 
 

土
壌
分
析
を
実
施
！ 

 

農
業
総
合
試
験
場
を
訪
問
し
、

土
壌
分
析
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
分
析
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
農
大
の
水
田
か

ら
採
取
し
た
土
壌
の
分
析
を
実
施

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
細
か
い

量
の
計
量
や
慣
れ
な
い
機
械
の
操

作
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第

に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
測
定
し
た
結
果

を
も
と
に
適
正
施
肥
量
を
算
出

す
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

    

１
年
生
か
ら
卒
業
生
へ
、 

創
作
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を 

プ
レ
ゼ
ン
ト
♪ 

３
月
７
日
農
業
大
学
校
の
卒
業

式
で
、
果
樹
専
攻
の
１
年
生
が
卒

業
生
の
先
輩
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
の
他
、
創
作
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ン
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。 １

年
生
が
作
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ

ン
プ
は
、
先
輩
た
ち
の
写
真
と
面

白
お
か
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
組
み

合
わ
せ
る
な
ど
、
創
意
工
夫
が
感

じ
ら
れ
、
１
年
生
の
頑
張
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
か
ら

も
大
変
好
評
で
し
た
♪ 

 

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

各専攻の様子は、農大のインスタグラム、ツイッターで情報発信しています。 
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卒
業
式
の
裏
話 

本
校
の
卒
業
式
の
壇
上
を
彩
っ

た
大
き
な
飾
花
は
切
花
専
攻
１
年

生
の
作
品
で
す
。 

使
わ
れ
た
花
材
は
も
ち
ろ
ん

100
％
農
大
産
。
初
め
て
の
大
型
作

品
と
い
う
こ
と
で
苦
戦
し
て
い
る

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
卒
業

生
と
一
緒
に
育
て
た
大
切
な
花
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
卒
業
生
へ

の
感
謝
と
応
援
の
気
持
ち
を
表
現

で
き
ま
し
た
。
き
っ
と
、
卒
業
生
も

こ
の
花
を
見
て
、
農
大
生
活
の
思

い
出
を
噛
み
し
め
な
が
ら
旅
立
っ

て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気

で
！ 

 
 

 

    

鶴
舞
公
園
で
花
壇
植
栽 

 

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
で
は
、
名

古
屋
市
の
鶴
舞
公
園
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
あ
る
大
き
な
花
壇
の
植
栽
を

し
ま
し
た
。
植
栽
の
デ
ザ
イ
ン
は
一

年
生
全
員
で
コ
ン
ペ
を
行
い
、
肉
球

の
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
を
正
確
に
再
現
す
る

た
め
に
、
様
々
な
品
種
や
色
の
苗

を
丁
寧
に
配
置
し
て
植
え
こ
み
ま

し
た
。
大
き
な
花
壇
に
900
株
ほ
ど

の
苗
を
植
え
る
の
で
重
労
働
で
し

た
が
、
出
来
上
が
っ
た
時
の
達
成

感
や
疲
労
感
は
心
地
よ
い
も
の
で

す
。
花
壇
の
見
ご
ろ
は
、
公
園
の

桜
が
咲
く
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
鶴

舞
公
園
に
お
出
か
け
の
際
は
花
壇

に
注
目
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。 

    

ジ
ャ
ー
ジ
ー
雌
子
牛
が 

産
ま
れ
ま
し
た
！ 

 

 

酪
農
専
攻
で
は
、
乳
牛
と
し
て

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

の
２
品
種
を
飼
育
し
て
い
ま
す
が
、

３
月
２
日
に
雌
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

が
産
ま
れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
乳

牛
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
は
白
黒
模
様
で
す
が
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
は
茶
色
で
す
。
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
に
比
べ
小
柄
で
、
乳
量

は
少
な
い
な
が
ら
も
、
乳
脂
肪
分

が
高
い
生
乳
を
生
産
で
き
る
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
生
乳
生
産
は
ま
だ

２
年
程
度
先
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

  

    

畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー 

新
豚
舎
を
見
学
し
ま
し
た 

畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
新
豚
舎
の

見
学
会
に
県
関
係
機
関
の
職
員

と
と
も
に
１
年
生
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
新
豚
舎
は
、
人
の
出
入

り
、
エ
サ
や
器
具
・
機
材
の
搬
入
、

野
生
動
物
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ
て

病
原
体
が
豚
舎
内
に
侵
入
し
な
い

よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
設
備
が

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
施
さ
れ
て
お

り
、
学
生
た
ち
は
農
業
大
学
校
に

は
な
い
最
新
の
設
備
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。 

 

    

は
る
た
ま
の
販
売
が 

始
ま
り
ま
し
た
！ 

２
月
10

日
に
開
放
成
鶏
舎
に

移
動
し
た
白
玉
・
赤
玉
鶏
が
３
月

上
旬
か
ら
産
卵
が
始
ま
り
、
３
月

９
日
の
実
習
販
売
か
ら
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。 

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
も
、
３
月
下

旬
の
実
習
販
売
か
ら
販
売
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
春
休
み
期
間
中
で

す
が
、
学
生
が
頑
張
っ
て
パ
ッ
ク
詰

め
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。 
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令和３年度の求人状況は、新型コロナ感染症禍での

採用状況の影響が心配されましたが、141 件と、過去２
年（令和元、２年度）に比べて増加しました。求人業種
は、農畜産物生産・販売 55％（78 件）、農業機械・資
材 12％（18 件）、流通市場９％（12 件）、農協６％（９
件）など過去３か年とほぼ同様の割合でした。 

卒業生 101 名の進路決定率（３月 10 日時点）は 99.0％
で過去３か年（平成 30 年度から令和２年度）で最も高
くなりました。 

進路別の内訳は下図のとおりです。 
進路先別に見ると、即就農は 33 名（自営就農 10 名、

雇用就農（農業法人等への就職）23 名)、農業関連企業
への就職が 31 名でした。 

 
 
 

 
また、進学（４年制大学等への編入）が７名と過去３

か年平均２名を大きく上回りました。農業高校の実習
助手等公務員への就職も４名と高い割合でした。 

 このように卒業生の進路は多様化しており、本校で
は本年度より進学希望者への指導や⺠間就職⽀援会社
との連携など、学生の希望に応じた就職活動等への⽀
援を行ってきました。 

即就農の他、将来就農を予定している卒業生で農業
関連企業等への就職や研修、進学をする卒業生は 50 名
となり、卒業生全体に占める割合は 49.5％となってい
ます。 

令和５年４月採用に向けた就職活動は既に始まって
おり、新年度早々には大学編入試験の出願も始まりま
す。引き続き学生の多様な希望進路に合わせた⽀援を
強化していきます。 

令和３年度卒業生の進路状況 
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トピックス 

令和３年度 終業式 

 3 月 15 日（火）令和３年度の終業式を行いました。 
堤校⻑から、「来年度 76 名の新１年⽣を迎えるにあ

たって、２年⽣として自覚と自信を持って１年⽣に手
本を示してもらいたい。また、課題を持って取組むには
人一倍の頑張りが必要であり、就職活動や学校行事に
忙しくなる時期に何をしなければならないか考えて行
動すること。そして、社会性や人間性を磨き、社会貢献
できるよう研鑽をつんでもらいたい」と講話があり、学
⽣にエールを送りました。 

就職活動本格化～合同就職相談会・模擬面接会～ 

 春に向けて本格的な就職活動の時期になりました。本校で
は毎年この時期に、１年⽣を対象に合同就職相談会や模擬面
接会を実施しています。 

合同就職相談会は、２月 24 日（木）、25 日(金)、３月
８日(火)の３日間実施し、農業関連の企業・団体 47 社（24
日・25 日 37 社、8 日(畜産部門)10 社）に参加いただきま
した。１年⽣全員が参加し、複数社からの話を聞けるよう
３回に分けて校内の会議室・教室を会場に行いました。学
⽣は担当者の方に質問など積極的に行っていました。一
方で逆に質問されるなど学⽣も少し緊張気味でした。今
回は、会社選択の重要な機会となるため、学⽣は真剣に担
当者の話を聴いていました。 

 模擬面接会は３月 14 日(月)15 日(火)に実施し、１年⽣
９名が参加しました。面接指導は、教育部⻑と進路担当の
３名で行いました。1 人 20 分間の持ち時間で、身だしな
み、あいさつ、姿勢から、志望動機、自己 PR、学⽣時代
に力を入れていたこと、入社後にどんな仕事をしたいか
など、本番さながらの質問を行いました。面接後に１人 1
人講評し、その結果を全員がメモを取っていました。 

各企業等担当者から 

説明を聴く学生 

模擬面接会の様子 
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ヤンマー大賞で県庁あいさつ 

ご勇退される堤校長に学生から花束贈呈 !! 

 

令和４年度入学生に向けて 入学説明会開催 

3 月 22 日（火）に令和 4 年度入学教育部農学科入学
説明会を開催しました。本校の定員は 100 名ですが、
受験者 98 名から選抜された合格者 76 名が入学予定と
なっています。⽯橋教育部⻑からは、「２年間は⻑いよ
うで短く、農大で何を学ぶのか、卒業後に何をしたいの
か、自身の進路を見据えて頑張ってもらいたい」とお話
がありました。新入学⽣や保護者から農大での学びや
共同⽣活に対して決意の表情が窺えました。 

 養豚養鶏専攻２年⽣の中村彩乃さんが第 32 回ヤン
マー学⽣懸賞論文で大賞を受賞したことを受け、３月
14 日に県庁を訪問し受賞報告をしました。 

当日は、農業水産局幹部に中村さんが受賞した盾を
披露するとともに、論文を作成するに至った動機、国
内養豚業に対する真摯な想いを説明しました。 

中根局⻑からは、「国産豚⾁の良さを改めて認識で
きました。４月から養豚関係の仕事に就かれるとのこ
と、是非がんばってください。」と励ましの言葉をい
ただきました。 

 本年３月本校をご勇退される堤校⻑に学⽣
会から感謝の花束贈呈がありました。 

堤校⻑は、令和元年度副校⻑、令和２年度か
ら２年間校⻑を務められました。新型コロナ感
染症禍の中、たいへん厳しい学校運営の時期で
したが、多くの学⽣から慕われてきました。 

ほんとうにお疲れさまでした‼ 


